












































































































































































































































































































































































































































































































































前の台湾の精神医学・医療. 精神医学史研究, 10(1): 
57-66(2006)、陳姃湲: 在照護治療與隔離収容之間: 
殖民地台灣的精神病院.(陳姃湲編著)看不見的殖民邊
縁, 玉山社出版事業, 台北(2012), p.157などを参照。
5）台湾慈恵院制度については、大友昌子：帝国日本
の植民地社会事業政策研究　台湾・朝鮮　. ミネル




[復刻版:『精神障害者問題資料集成 戦前編 第9巻』, 
六花出版, 東京(2011)]. なお、ここでいう「外国人」
とは「中華民国人」である。












12）下條久馬一, 旭重雄: 精神病者監護施設に就て. 社






























18）施設紹介 養浩堂医院. 厚生事業の友, 176：47-





スル研究（其ノ一）, 神経学雑誌, 32: 534-554(1930).
21）風祭元：太平洋戦争終結以前の朝鮮半島の精神医

















26）精神病者に対する施設. 朝鮮社会事業, 6(8): 39 
(1928)[復刻版：近現代資料刊行会, 東京(2006)].
27）이방현: 식민지 조선에서의정신병자에 대한 근대





















31）朴明圭, 徐浩哲(訳: 木村拓): 植民地朝鮮の人口調










明治学院論叢, 488(社会学・社会福祉学研究 87): 23-



















































法制誌 第1巻. 文生書院, 東京(1990), pp.21-22 参照。
47）水野直樹：戦前期の植民地支配と「内外地行政一
元化」. 人文学報(京都大学人文科学研究所), 79: 77-
102 (1997).
48）外務省条約局編：台湾の委任立法制度 外地法制


























帝国議会誌刊行会編: 大日本帝国議会誌 第六巻. 大
日本帝国議会誌刊行会(1927-1930)を参照。
55）浅野豊美(2008), p.316.
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